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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期
第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結累計期間

第38期
第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

第38期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 18,997,19218,952,6308,959,6179,212,55023,310,716

経常利益（千円） 647,466 590,658 671,189 626,688 649,190

四半期（当期）純利益（千円） 201,822 294,107 396,939 369,673 200,448

純資産額（千円） － － 13,906,69914,092,05013,921,715

総資産額（千円） － － 19,932,12420,284,54616,768,563

１株当たり純資産額（円） － － 2,410.612,442.732,413.21

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
34.98 50.98 68.80 64.07 34.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 69.7 69.4 83.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△955,773△1,220,655 － － 860,448

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△221,132 22,124 － － △619,392

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
355,308 355,045 － － △144,810

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 4,038,0804,112,4374,955,922

従業員数（人） － － 270 263 267

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 263 (79)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、嘱託社員を含んでおりま

す。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 242 (66)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、嘱託社員を含んでおりま

す。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日 
至　平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％） 

業務用加工食材（千円） 220,842 －

その他（千円） － －

合計（千円） 220,842 －

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

当第３四半期連結会計期間の仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日 
至　平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％）

業務用加工食材（千円） 7,623,691 －

その他（千円） 4,528 －

合計（千円） 7,628,220 －

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日 
至　平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％）

業務用加工食材（千円） 9,201,274 －

その他（千円） 11,275 －

合計（千円） 9,212,550 －

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(5）季節的変動

　当社グループの業務用加工食材事業では、主として第３四半期連結会計期間に宴会需要やおせち商材の販売が集

中して発生するため、通常、第３四半期連結会計期間の生産実績、仕入実績及び販売実績は他の四半期連結会計期間

と比べて高くなっております。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国を中心とした海外の景気回復に伴う輸出拡大や政府の

国内景気対策によって、一時的に景気回復の兆しが見られました。しかしながら、急激な円高の進行や雇用環境・個

人消費の停滞、国内市場のデフレ傾向などの経済環境の長引く低迷と国内景気対策の終了や縮小に伴う消費の反動

減など、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

外食産業におきましても、一部の外食業態に業績の回復は見られるものの、先行き不透明感から消費者の節約志

向、中食・内食志向、低価格志向に大きな変化は見られず、引き続き厳しい環境の中で推移いたしました。

このような状況の中、当社グループでは、中期計画の骨子でもあります収益構造の改革と、新事業分野の開拓に全

社を挙げて継続的に取り組むと同時に、市場競争力の高い商品の企画開発力の強化に注力いたしました。また、より

一層きめの細かい営業活動を実施することによって、市場でのシェアアップに全力を傾けるとともに、国内外の新

規販路開拓にも取り組んでまいりました。特に、当第３四半期連結会計期間においては秋の行楽需要への対応をは

じめ、年末年始需要の忘・新年会、おせち商材の販売に全力を傾け、前年同四半期を上回る販売実績を上げることが

出来ました。

この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は、92億12百万円（前年同四半期比2.8％増）、営業利益6億

11百万円（前年同四半期比6.7％減）、経常利益6億26百万円（前年同四半期比6.6％減）、四半期純利益3億69百万

円（前年同四半期比6.8％減）となりました。

　セグメント別の売上状況は、次のとおりであります。

　　（単位：百万円）

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
セグメント別売上高　

前年同四半期比（％）

　業務用加工食材 9,201 －

　その他 11 －

計 9,212 －

　

(2) 財政状態の分析

（資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は202億84百万円（第２四半期連結会計期間末は163億1百万

円）となり、39億82百万円増加いたしました。現金及び預金の減少（49億86百万円から41億12百万円、8億74百万

円減）があったものの、受取手形及び売掛金の増加（28億48百万円から72億76百万円、44億27百万円増）並びに

有価証券4億49百万円の発生が主な要因であります。

（負債の状況）

当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、61億92百万円（第２四半期連結会計期間末は25億75百万

円）となり、36億17百万円増加いたしました。賞与引当金の減少（1億72百万円から67百万円、1億4百万円減）が

あったものの、支払手形及び買掛金の増加（17億15百万円から45億8百万円、27億92百万円増）、短期借入金5億円

の発生並びに未払法人税等の増加（9百万円から2億2百万円、1億92百万円増）が主な要因であります。

（純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、140億92百万円（第２四半期連結会計期間末は137億26

百万円）となり、3億65百万円増加いたしました。その他有価証券評価差額金の減少（△18百万円から△22百万

円、4百万円減）があったものの、利益剰余金の増加（91億5百万円から94億75百万円、3億69百万円増）が要因で

あります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、第２四半期連結会計期

間末に比べ8億74百万円減少し41億12百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果使用した資金は、9億20百万円（前第３四半期連結会計期間

は8億12百万円支出）となりました。これは主に仕入債務の増加額27億86百万円及び税金等調整前四半期純利益6

億31百万円があったものの、売上債権の増加額44億27百万円により、資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、4億53百万円（前第３四半期連結会計期間

は11億89百万円収入）となりました。これは主に有価証券の取得による支出4億49百万円があったことによるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果得られた資金は、4億99百万円（前第３四半期連結会計期間

は4億99百万円収入）となりました。これは主に短期借入れによる収入5億円があったことによるものでありま

す。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,870,000

計 21,870,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,769,040 5,769,040

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 5,769,040 5,769,040 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日　
－ 5,769,040 － 2,344,021 － 2,295,156

 

（６）【大株主の状況】

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

 せん。
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

 記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

 ります。 

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　5,768,600 57,686 －

単元未満株式 　普通株式      　440 － －

発行済株式総数 5,769,040 － －

総株主の議決権 － 57,686 －

 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 935 900 947 947 929 919 860 880 900

最低（円） 832 811 841 830 853 816 813 831 865

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,112,437 5,155,922

受取手形及び売掛金 ※2
 7,276,039 2,855,084

有価証券 449,907 999,835

商品及び製品 1,106,805 855,230

原材料及び貯蔵品 58,974 52,078

繰延税金資産 52,500 87,994

その他 28,677 92,027

貸倒引当金 △7,970 △8,030

流動資産合計 13,077,372 10,090,142

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3
 1,100,031 1,178,804

機械装置及び運搬具（純額） 207,830 243,034

土地 ※3
 3,847,031 3,847,031

建設仮勘定 3,150 3,150

その他（純額） 40,908 57,873

有形固定資産合計 ※1
 5,198,952

※
 5,329,894

無形固定資産 56,512 66,917

投資その他の資産

投資有価証券 1,599,054 945,586

繰延税金資産 70,506 48,729

その他 291,071 295,301

貸倒引当金 △8,923 △8,008

投資その他の資産合計 1,951,709 1,281,608

固定資産合計 7,207,173 6,678,420

資産合計 20,284,546 16,768,563
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 4,508,238 1,729,247

短期借入金 500,000 －

未払法人税等 202,554 260,417

賞与引当金 67,290 134,691

役員賞与引当金 4,550 6,435

その他 419,934 249,177

流動負債合計 5,702,567 2,379,968

固定負債

退職給付引当金 184,409 175,163

役員退職慰労引当金 261,913 247,584

その他 43,606 44,132

固定負債合計 489,928 466,879

負債合計 6,192,495 2,846,847

純資産の部

株主資本

資本金 2,344,021 2,344,021

資本剰余金 2,295,156 2,295,156

利益剰余金 9,475,490 9,325,606

自己株式 △105 △105

株主資本合計 14,114,563 13,964,679

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △22,512 △42,963

評価・換算差額等合計 △22,512 △42,963

純資産合計 14,092,050 13,921,715

負債純資産合計 20,284,546 16,768,563
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 ※1
 18,997,192

※1
 18,952,630

売上原価 15,646,296 15,614,992

売上総利益 3,350,895 3,337,637

販売費及び一般管理費 ※2
 2,752,137

※2
 2,793,994

営業利益 598,758 543,643

営業外収益

受取利息 23,851 20,669

受取配当金 3,363 3,532

有価証券売却益 － 459

受取賃貸料 11,323 11,223

その他 14,207 13,954

営業外収益合計 52,745 49,838

営業外費用

支払利息 50 365

有価証券売却損 1,460 －

賃貸収入原価 2,526 2,458

営業外費用合計 4,037 2,823

経常利益 647,466 590,658

特別利益

固定資産売却益 23 22

特別利益合計 23 22

特別損失

固定資産売却損 132 42

固定資産除却損 1,150 309

投資有価証券評価損 － 45,515

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14,205

特別損失合計 1,282 60,072

税金等調整前四半期純利益 646,207 530,608

法人税、住民税及び事業税 214,721 201,961

法人税等調整額 229,663 34,539

法人税等合計 444,385 236,500

少数株主損益調整前四半期純利益 － 294,107

四半期純利益 201,822 294,107
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 ※1
 8,959,617

※1
 9,212,550

売上原価 7,342,123 7,589,467

売上総利益 1,617,493 1,623,082

販売費及び一般管理費 ※2
 961,890

※2
 1,012,001

営業利益 655,603 611,080

営業外収益

受取利息 8,103 6,298

受取配当金 1,573 1,573

受取賃貸料 3,741 3,741

その他 3,014 4,841

営業外収益合計 16,432 16,454

営業外費用

支払利息 50 40

賃貸収入原価 795 805

営業外費用合計 845 846

経常利益 671,189 626,688

特別利益

固定資産売却益 23 －

投資有価証券評価損戻入益 － 5,017

特別利益合計 23 5,017

特別損失

固定資産除却損 486 228

特別損失合計 486 228

税金等調整前四半期純利益 670,727 631,477

法人税、住民税及び事業税 208,602 197,820

法人税等調整額 65,185 63,982

法人税等合計 273,787 261,803

少数株主損益調整前四半期純利益 － 369,673

四半期純利益 396,939 369,673
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 646,207 530,608

減価償却費 184,869 159,805

賞与引当金の増減額（△は減少） △71,250 △67,401

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,745 △1,885

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,180 9,246

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,912 14,329

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,369 855

受取利息及び受取配当金 △27,214 △24,201

支払利息 50 365

有価証券売却損益（△は益） 1,460 △459

固定資産売却損益（△は益） 108 19

固定資産除却損 1,150 309

投資有価証券評価損益（△は益） － 45,515

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14,205

売上債権の増減額（△は増加） △4,317,012 △4,420,955

たな卸資産の増減額（△は増加） △47,153 △258,471

仕入債務の増減額（△は減少） 2,756,131 2,773,110

その他の資産の増減額（△は増加） 41,257 44,272

その他の負債の増減額（△は減少） 112,481 186,986

小計 △696,196 △993,743

利息及び配当金の受取額 33,799 29,309

利息の支払額 △1,089 △396

法人税等の支払額 △292,286 △255,824

営業活動によるキャッシュ・フロー △955,773 △1,220,655

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △700,000 －

定期預金の払戻による収入 900,000 200,000

有価証券の取得による支出 △1,499,824 △2,149,824

有価証券の償還による収入 1,500,000 2,700,022

有形固定資産の取得による支出 △90,064 △29,346

有形固定資産の売却による収入 171 170

無形固定資産の取得による支出 △22,176 △1,668

投資有価証券の取得による支出 △309,553 △700,000

投資有価証券の売却による収入 － 2,000

長期貸付金の回収による収入 315 771

投資活動によるキャッシュ・フロー △221,132 22,124

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 500,000 1,500,000

短期借入金の返済による支出 － △1,000,000

配当金の支払額 △144,691 △144,954

財務活動によるキャッシュ・フロー 355,308 355,045

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △821,596 △843,484

現金及び現金同等物の期首残高 4,859,677 4,955,922

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,038,080

※
 4,112,437
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会

計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており

ます。

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ702千円減少

し、税金等調整前四半期純利益は、14,908千円減少しており

ます。

　 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３

四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．たな卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省

略し、前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算

定する方法によっております。

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※1　有形固定資産の減価償却累計額は、4,962,181千円であ

ります。

※2　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は、手形

交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の

休日であったため、次の満期手形が第３四半期連結会

計期間末残高に含まれております。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、4,824,558千円であ

ります。

――――――　

受取手形 230,111千円

支払手形 106,920千円

　

※3　担保資産　

担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営に

おいて重要なものは、次のとおりであります。

――――――

建物及び構築物 22,782千円

土地 34,692千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※1　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第

３四半期連結会計期間が他の四半期連結会計期間と比

べて高く、業績に季節的変動があります。

※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費 676,784千円

給与手当　 896,635千円　

賞与引当金繰入額 62,865千円　

役員賞与引当金繰入額 4,290千円　

退職給付費用　 37,836千円　

役員退職慰労引当金繰入額 13,746千円　

減価償却費　 172,241千円　

貸倒引当金繰入額 9,502千円　

※1　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第

３四半期連結会計期間が他の四半期連結会計期間と比

べて高く、業績に季節的変動があります。

※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費 702,026千円

給与手当　 906,334千円　

賞与引当金繰入額 65,044千円　

役員賞与引当金繰入額 4,550千円　

退職給付費用　 45,405千円　

役員退職慰労引当金繰入額 14,329千円　

減価償却費　 148,645千円　

貸倒引当金繰入額 2,509千円　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※1　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第

３四半期連結会計期間が他の四半期連結会計期間と比

べて高く、業績に季節的変動があります。

※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費 284,765千円

給与手当　 228,198千円　

賞与引当金繰入額 62,865千円　

役員賞与引当金繰入額 2,145千円　

退職給付費用　 13,877千円　

役員退職慰労引当金繰入額 4,581千円　

減価償却費　 58,542千円　

貸倒引当金繰入額　 6,040千円　

※1　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、第

３四半期連結会計期間が他の四半期連結会計期間と比

べて高く、業績に季節的変動があります。

※2　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運搬費 308,912千円

給与手当　 250,695千円　

賞与引当金繰入額 65,044千円　

役員賞与引当金繰入額 2,275千円　

退職給付費用　 9,870千円　

役員退職慰労引当金繰入額 4,831千円　

減価償却費　 49,551千円　

貸倒引当金繰入額　 6,235千円　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 4,038,080千円

現金及び現金同等物 4,038,080千円　

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 4,112,437千円

現金及び現金同等物 4,112,437千円　
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　5,769,040株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式                      　 86株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 144,223 25平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　業務用加工食材の製造及び販売という単一事業であるため、記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

  海外売上高は、連結売上高の100分の10未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

  

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社は、業務別に本部を置き、各本部が連携をして包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがいまして、当社は、業務別の本部を基礎とした製品・商品・サービス別のセグメントから構成され

ており、「業務用加工食材」を報告セグメントとしております。 

　「業務用加工食材」は水産加工品、農産加工品及び畜肉加工品の製造及び販売を行っております。　

　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

（単位：千円）　

　
報告セグメント　 その他

（注）１
合計

（注）２　業務用加工食材

売上高             

（1）外部顧客への売上高 18,920,323　 32,307 18,952,630

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 18,920,323 32,307 18,952,630

セグメント利益又はセグメント損失（△） 563,467 △19,823 543,643
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当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

（単位：千円）

　
報告セグメント　 その他

（注）１
合計

（注）２　業務用加工食材

売上高             

（1）外部顧客への売上高 9,201,274　 11,275 9,212,550

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 9,201,274 11,275 9,212,550

セグメント利益又はセグメント損失（△） 618,392 △7,311 611,080

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、宅配事業でありま

す。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

受取手形及び売掛金と支払手形及び買掛金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前

連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

 
四半期連結貸借対照表　　

計上額
（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

（1）受取手形及び売掛金 7,276,039         

　貸倒引当金 △7,970         

　 7,268,069 7,268,069 －

（2）支払手形及び買掛金 4,508,238 4,508,238 －

（注）金融商品の時価の算定方法

（1）受取手形及び売掛金

これは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。

（2）支払手形及び買掛金

これは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿

価額によっております。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

有価証券については、事業の運営において重要なものがないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

ストック・オプション等を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,442.73円 １株当たり純資産額 2,413.21円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 34.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 50.98円

同左

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 201,822 294,107

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 201,822 294,107

期中平均株式数（株） 5,768,954 5,768,954

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 68.80円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 64.07円

同左

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 396,939 369,673

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 396,939 369,673

期中平均株式数（株） 5,768,954 5,768,954

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月10日

ジーエフシー株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷口　定敏　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　浩彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジーエフシー株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジーエフシー株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月８日

ジーエフシー株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷口　定敏　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　浩彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジーエフシー株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成

22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジーエフシー株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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